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はじめに
2010年に厚生労働省が公開した「チーム医療の推進

について（チーム医療の推進に関する検討会 報告書）」
において，チーム医療とは「医療に従事する多種多様
な医療スタッフが，各々の高い専門性を前提に，目的
と情報を共有し，業務を分担しつつも互いに連携・補
完し合い，患者の状況に的確に対応した医療を提供す
ること」と定義されている１）．また，輸血医療において
も多職種が関与する以上，チーム医療を実践すること
が輸血療法の安全性と適正化を推進するための必須条
件であり，2017年には日本輸血・細胞治療学会（以下，
本学会）においても，「輸血チーム医療に関する指針」
（以下，本指針）が策定されている２）．本指針では，輸
血チーム医療を推進するための条件として，各医療ス
タッフの専門性の向上と情報共有が必須であり，輸血
医療チームを構成する際には，輸血療法の専門知識を
有する医師，臨床検査技師，看護師，薬剤師等が関与
することを求めている．
しかしながら，本邦において輸血医療チームの活動
に関する研究や報告は乏しく，各施設でそれぞれの状
況に応じた輸血チーム医療の在り方を模索しているの
ではないかと考えられる．そこで，我々は本邦におけ
る輸血チーム医療の現状を把握するために行ったアン

ケート調査をふまえて，輸血チーム医療を推進してい
くための方略について検討したので報告する．

方 法
2018年 5月，第 66回日本輸血・細胞治療学会総会に
おいて，パネルディスカッション（以下，PD）「緊急輸
血におけるシミュレーション―輸血医療チームの創り
方―」３）の聴講者にアンケート調査を実施した．
アンケートでは，聴講者施設における輸血医療チー
ムの現状について質問した．アンケートは無記名記入
式で，回答者個人に連結可能な情報は含まれない．

結 果
アンケートを配布した 164名のうち，回答者 142名

（医師 10名，看護師 32名，臨床検査技師 97名，薬剤
師 1名，職種無回答 2名）で，回収率は 86.6％であっ
た（図 1）．自施設での輸血医療チームの現状について
は，「良好である」26名（18.3％），「どちらともいえな
い」71名（50.0％），「良好ではない」34名（23.9％），
無回答 11名（7.7％）であった（図 2-①）．職種別にみ
ると，医師や看護師と比較して，臨床検査技師が自施
設の輸血医療チームについて課題を抱えていた（図 2-
②）．自施設での輸血医療チームの状況が良好でない場
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図 1　アンケート回答者 142 名の職種

図 2-①　自施設での輸血医療チームは良好であるか？（N
＝142）

図 2-②　自施設での輸血医療チームは良好であるか？（職
種別；N＝130）

図 2-③　良好でない場合どのようなことが原因であるか？（複数回答可；N＝34）

合，どのようなことが原因であるかについては，「他職
種との相互理解不足」が最も多く，次いで｢他職種の協
力が得られない｣だった．自由記載欄には，「そもそも
チームとして機能していない」，「他職種の知識不足」，
「コミュニケーション不足」が挙がった（図 2-③）．

考 察
「輸血チーム医療」を推進するためには高い専門性を
有する医師，看護師，臨床検査技師，薬剤師などが協
力し，患者・家族を中心とした同心円の治療をチーム
で実行していくことが重要である４）．本指針において
「輸血医療チーム」は，輸血医療の現場で安全かつ適正
な輸血医療を指導・教育・実践する役割があり（図 3），

輸血医療に専門性を持つ各職種が配置され，院内の輸
血教育，研修，院内巡視，輸血関連有害事象の対応な
どを具体的に行う必要があると記されている２）．
本指針を踏まえて，我々は輸血医療チームに求めら
れる各職種の役割を表 1のように考えた５）～８）．
本アンケートの結果から，「他職種との相互理解不足」
が輸血医療チームの推進を妨げる主な要因であると考
えられた．また，職種によって現状のチーム医療に対
する認識が異なることがわかった．臨床検査技師は自
施設での輸血医療チームの状況が「良好でない」「どち
らともいえない」と回答した割合が 86.7%と高値であっ
た．これは，臨床検査技師は，医師，看護師と比較し
てチーム医療に参画してからの歴史が浅く，「縁の下の
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図 3　輸血チーム医療に関する指針 2）より輸血医療チーム（イメージ図）

表 1　輸血医療チームに求められる各職種の役割
（文献 5）～ 8）より引用して作成）

医師 病院内における輸血業務全般について実務上の監督を行う．輸血医療チームのリーダーシップを執り，輸血
管理部門と輸血チームを繋ぎ，安全で適正な輸血医療を推進する要となる．

看護師 輸血療法の専門的知識に基づき，質の高い輸血看護を患者へ提供する．さらに，輸血管理部門と輸血チーム
の橋渡しとして，現場での情報収集，教育，啓蒙，改善活動を行うなど，院内横断的な活動が望まれる．

臨床検査技師 検査室での異常を察知し迅速に医師や臨床現場へ情報を共有する．また，輸血検査の専門家として，医師へ
の適切な血液製剤選択のアドバイス，適正使用の助言，臨床現場への輸血教育を支援する．

薬剤師 血漿分画製剤を中心とした国内自給への関与，製剤特徴の説明とインフォームド・コンセントへの関わり，
輸血箋処方医師への疑義照会，処方提案などがある．

力持ち」「診療の裏方」という旧態依然とした意識があ
ることが原因の一つなのかもしれない．松尾らは，臨
床検査技師がチーム医療への関わりで他部署とのコミュ
ニケーション・情報共有化が必要と考えながらもうま
くできない状況があることを報告しており９），本アンケー
トも同様の意識を反映していると推察する．
「チーム医療」という言葉に対する認識は多様である．
細田は，この多様性が「チーム医療」の困難の原因で
あると述べている．さらに，「チーム医療」の要素を各
職種の役割を細分化する「専門性志向」，医師・疾患主
義ではなく患者・問題主義である「患者志向」，院内や
社会的な評価を含む「職種構成志向」，他職種と互いに

尊重し合い対等であるという認識のもとに協力する「協
働志向」の 4つに分け，それらが緊張関係にあること
がチーム医療を困難にしていると説明している１０）．これ
までに，多職種間の連携が促進されない要因は，個人
の哲学，理念及び価値観が異なること，アセスメント
の手順や方法論の違い，役割分担の曖昧さ，医師に権
限が集中しすぎた結果として機能分担が適正に行われ
ていないこと，情報共有への障壁，法令や施策の問題，
基本教育及び倫理教育面における職種間格差等である
との報告がある１１）．
また，現状に関する危機意識が乏しいと，職種を越
えて連携しようという意識が希薄化しかねない．そこ



日本輸血細胞治療学会誌 第65巻 第 4号 757

で，危機意識を共有・浸透させる解決策として，身近
で切迫した事例あるいは危機的な状況を提示すること
が試みられてきた１２）１３）．2012年に日本輸血・細胞治療学
会輸血教育検討小委員会から出された「輸血医学教育
標準カリキュラムの提言」１４）においては，輸血医学の臨
床実習方法の例として，ケーススタディを通して輸血
の決定から終了までの流れを段階毎に達成しながら輸
血の全体像を学習することが例示されている．
各施設において，コミュニケーション不足や相互理
解不足によりミスマッチが生じやすい緊急輸血等の場
面を想定したシミュレーションを実施し，輸血医療チー
ムにおける他職種との相互理解や他職種の協力を得る
努力を行っていく必要がある．WHOが発行する Patient
Safety Curriculum Guide：Multi-professional Edition
2011では，シミュレーションの内容について，患者安
全教育を推進する際には患者を取り巻く状況が大いに
関係するため，それぞれの現場において現実的な事例
を採用することが重要であるとしている１５）．例えば，施
設における輸血管理体制（血液製剤の在庫数及び人員
数），近隣の血液センターまでの物理的な距離等，各施
設の実態に即したシミュレーションをデザインする必
要があると考える．そのことにより各施設に適合した
チームを構築する一助となることが期待される．
適正な輸血医療を実施していく為には，各職種が個々
の専門性を高めるスキルアップを行うことが必要不可
欠である．しかし，医育機関で輸血医学教育の指導に
あたっている多くの医師および臨床検査技師は，この
教育内容をより充実させる必要性を認識しており１６）１７），
我々はすべての職種に対する卒前・卒後教育について
議論していく必要があると考えている．輸血医療チー
ムを構成するのは，輸血関連の有資格者を中心とした，
輸血医療に携わる全ての医療スタッフである．「専門性
志向」として個々が専門性を高め，「協働志向」に基づ
き多職種間が対等な立場で尊重しあったうえで，シミュ
レーションなどを通して相互理解を進める必要がある．
さらに，有資格者は一定の水準以上の輸血医療に関
する知識と技術を有する専門家であり，より質の高い
チーム作りに積極的に参加していくことが求められる．
例えば，有資格者が各施設における輸血医療チームの
あり方について意見の一致を図り，チーム医療の実践
の中で課題を見出し，それを丹念に特定化し，対処し
ていくという改善サイクルの中心的役割を果たすこと
が望まれる．
我々は，個々の専門性を相互に活用する「他職種と
の相互理解」が「多職種でのより良い連携」が図られ
た機能的な輸血医療チームの構築に繋がるものと考え
る．そして，「チーム医療」に注ぐ労力に対しては「職
種構成志向」の観点から診療報酬などで評価し，輸血

を受ける患者に安全と安心を提供できる環境作りが全
国で推し進められるよう期待している．
著者の COI開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし
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